
町議会　をクリック　　町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください
次回の定例会は、12月5日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問　１２月１２日（月）午前９時３０分予定）

TOYOYAMA GIKAI DAYORI

題字は石黒暁雪さんの作品です

議会だより

発行：愛知県豊山町議会

気合いを入れて「さあいくぞ！」　（新栄小学校）

平成23年11月1日

9月定例会
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平成２２年度決算を認定
２２年度の主な実施事業
9人が一般質問
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委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　今村 一正  　

委　　員　水野 晃／坪井 武成

　　　　　安藤 春一

編集委員
広報

陶　芸 ～土に触れる楽しさ～

～心の通い合いと笑顔～

チュックボールは、毎月第３土曜日に練習しています。あいさつか
ら始まり、ランニング、準備体操、キャッチボール、一列になり正面か
らのシュート練習、二組に分かれ両サイドからのシュート練習、低学
年、高学年に分かれて試合をします。
月に一度しか子どもたちと会えないけれど、

これからもチュックボールを通じ、心の通い合い と
笑顔を共にできる瞬間を大切にしていきたいと 思
います。

　今年４月より、ふれあい広場「陶芸」に娘が参加しており、かねて
から陶芸クラブでお世話になっている私も微力ながら、お手伝いを
させていただいております。
　コーヒーカップ＆ソーサー等の決められたテーマでの作品や自
由に作陶するなど、土に触れる楽しさを味わうことができます。子ど
もたちの発想は非常に豊かなもので、自分自身の作品にもつなが
るアイディアが多く見られます。また、作陶しているときの集中力は
驚くほどで、みんな黙々と作業に打ち込んでいます。

遊
ゆう

悠
ゆう

友
ゆう

　最近では、「今度は何を作ろう。」と言って、次に作る作品のスケッチを描
いている姿も見られます。
　一つの作品が出来上がるには、乾燥、素焼き、釉薬をつけ（これも各自
好みの釉薬を選び）、本焼きという工程が必要です。このような本格的な
陶芸ができる環境が身近にあり、気軽に参加できること、それをご指導い
ただける先生や先輩方がいることを心から感謝します。
　まだまだ勉強不足なので、今後も子どもたちと一緒に楽しみながら
学んでいけたらいいなと思っています。

チュックボール
窪田  幸康

石黒  かおり

◎飛行機に乗って、名古屋空港を活性化しよう！
◎来年は町制施行40周年
◎宝くじが地域のために
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平成２２年度決算を認定平成２２年度決算を認定平成２２年度決算を認定平成２２年度決算を認定

歳  入

歳  出

差引／２億２０１5万円

歳入総額
５７億４４３８万円

歳出総額
５５億２４２3万円

総務費
12億3601万円

教育費
6億3411万円

衛生費
6億7215万円

土木費
5億1486万円

消防費／2億6005万円

議会費／1億643万円

商工・労働費／8899万円

農林水産業費／5990万円 公債費（借金返済）
1億986万円

民生費
18億4187万円

町　税
33億874万円

繰入金
4億13万円

諸収入
1億9881万円

国県支出金
6億2442万円

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
1億456万円

地方譲与税交付金、
自動車取得税交付金
8242万円 町債（借金）

2億9940万円

繰越金
3億1000万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金
1億5262万円

地方消費税交付金、地方交付税、
地方特例交付金、利子割交付金、
配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、
交通安全対策特別交付金
2億6328万円

区   分

一般会計

特別会計

決算総額

歳  入

５７億４４３８

２９億９１７８

８７億３６１６

歳  出

５５億２４２3

２８億９５４８

８４億１９７1

差引残高

２億２０１5

９６３０

３億１６４5
（単位：万円）

議　　案 採決 結果
議会議場国旗及び町旗掲揚条例の制定

教育委員の任命

固定資産評価審査委員会委員の選任

税条例等の一部改正

都市計画税条例の一部改正

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

一般会計歳入歳出決算の認定

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

老人保健特別会計歳入歳出決算の認定

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

否決

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

審 議 結 果

賛2反9

全員賛成

全員賛成

賛10反1

全員賛成

全員賛成

賛10反1

全員賛成

全員賛成

賛10反1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

議　　案 採決 結果
平成23年度一般会計補正予算（2号）

平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（2号）

平成23年度後期高齢者医療特別会計補正予算（1号）

平成23年度介護保険特別会計補正予算（1号）

平成23年度介護サービス事業特別会計補正予算（1号）

平成23年度公共下水道事業特別会計補正予算（1号）

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書の提出

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書の提出

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

可決

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

定数改善計画の早期実施と
義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書の提出

全員賛成 採択

その他（報告）
・平成２２年度財政健全化判断比率
・平成２２年度公共下水道事業特別会計資金不足比率

２２年度の主な実施事業

町民1人当たり、
一般会計383,000円、
特別会計を含めた1人当たり
584,000円を使った。

志
水
な

かよし会クラブ棟新築（
44
60

万
円
）

●議員定数の削減条例可決（１４名から１２名） 実施は23年度

●大山川堤防道路測量実施設計（249万円）

●豊山中学校扇風機設置（１０５７万円） ●豊山保育園園舎新築（４９３９万円）

●下青山児童遊園地新設（１９２４万円） ●冨士地内交差点路面塗装（１１０万円）
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QQ＆AA
一般質問

安藤 春一 議員

Q.
耐
震
工
事
に
町
の
助
成
を

A.
現
行
制
度
を
継
続
す
る

Q.神明公園内外の環境対策を
A.公園に愛着を持ってもらえるよう
適切に管理する

　
平
成
15
年
以
降
、

耐
震
診
断
の
受
診
件

数
は
。
国
の
緊
急
支
援
事
業

補
助
は
継
続
さ
れ
る
か
。
国

が
ダ
メ
な
ら
、
町
独
自
の
助

成
を
切
望
す
る
。

　
無
料
耐
震
診
断
の

実
績
は
、
８
年
間
で

２
０
５
棟
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
く
の
人
が
楽
し

く
利
用
し
て
い
る
神

明
公
園
。
大
山
川
歩
道
事
業

も
絡
め
て
期
待
で
き
る
。
反

面
、
町
や
周
辺
住
民
を
悩
ま

す
問
題
も
発
生
。

　「
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
奥
様
肥
え

て
犬
が
や
せ
」
人
気
タ
レ
ン

ト
の
痛
烈
な
世
相
風
刺
だ
。

公
園
内
外
で
の
犬
の
フ
ン
公

害
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
。
公

園
施
設
の
破
壊
行
為
、
さ
ら

に「
犬
も
ビ
ッ
ク
リ
、立
小
便
」

も
見
る
と
か
。
モ
ラ
ル
の
限

界
を
超
え
た
迷
惑
事
例
は
，

公
園
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
増

設
し
て
、
け
ん
制
を
試
み
る

と
い
う
手
も
あ
る
が
。
ゴ
ミ

の
投
棄
は
町
の
対
応
も
速

く
、
住
民
も
感
謝
し

て
い
る
。
こ
の
問
題

で
、
随
時
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
ま
た

処
理
簿
を
備
え
て
検

証
し
て
い
る
か
。

　

　
神
明
公
園

の
周
辺
で
は
、

飼
い
犬
の
フ
ン
の
放

置
、
ご
み
の
不
法
投

棄
、
公
園
施
設
へ
の
悪
戯
・

損
壊
行
為
な
ど
、
目
を
覆
い

た
く
な
る
よ
う
な
状
況
が

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

　
公
園
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
今
後
も
継
続
し

て
適
切
に
管
理
を
行
う
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
４
台
設
置

し
て
あ
る
。
こ
れ
以
上
増
設

す
る
考
え
は
無
い
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
と

し
て
、
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
を

継
続
す
る
。

　
不
法
投
棄
処
理
簿
は
、
住

民
の
通
報
か
ら
処
理
終
了
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
「
住
民
の

声
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

QQ

QQAA

少なくなった不法投棄

AA

国
は
平
成
22
年
度
限
定
の
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
を
設
け

住
宅
の
耐
震
化
を
目
指
し
た

が
、
あ
く
ま
で
も
限
定
的
な

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

住
宅
の
耐
震
化
は
長
期
に
わ

た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
県
補
助
金
を
活
用
し

た
現
行
町
補
助
金
に
よ
り
今

後
も
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

　愛知県では平成11年度に私立学校経常費助成が総額15%カットされ、授業料助成も対象家庭が縮小された。県の私学関係予
算は、この3年間は国からの財源措置を下回る状態が続いている。また、私学の父母負担を見ても、過重な学費負担のため公私格
差が学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を著しく損なっている。私学も、公教育を担う教育機関であり、独自の伝統、教育
システムに基づく教育を提供し、「公私両輪体制」で県下の「公教育」を支えてきた。
　よって、県は国からの支援金を加算し、父母負担軽減に大きな役割を果たしている授業料助成を拡充するとともに、経常費助成
についても国から財源措置のある「国基準単価」を土台に、学費と教育条件の「公私格差」を着実に是正できる施策を実施するこ
とを要望する。

◆愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）

　愛知県では、「財政危機」を理由に、平成11年度に総額15%の私立学校経常費助成を削減した。私学の父母負担は、初年度納
付金で64万円をこえ、授業料助成と入学金補助を差し引いても、学納金は平均40万円にものぼっている。そのために、「経済的理
由」での退学や、授業料を滞納する生徒が急増し、学費の公私格差が、学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を著しく損なっ
ている。昨年度から、国公立高校のみの授業料が無償化されている。私学へも一定の就学支援金が支給されたものの、今なお私
学の生徒と保護者は高い学費、公私間格差を強いられている。
　よって、父母負担の公私格差を是正するための就学支援金を一層拡充するとともに私立学校振興助成法に基づく国庫補助制
度を堅持し、私立高校以下の国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、私立高校以下の経常費補助の一層の拡充を
図られるよう強く要望する。

◆国の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）

　本年度より小学校第1学年の35人以下学級編成が法制度化された。一層のきめ細かな対応をするために、小学校第2学年以上
でも定数改善計画の早期実施が不可欠である。また、三位一体改革により、義務教育費の国庫負担率は、2分の1から3分の1に引
き下げられ、自治体財政を圧迫している。
　よって、定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率2分の1への復元に向けて、十分な教
育予算を確保されるよう強く要望する。

◆定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書（要旨）

9月議会に提出された意見書は次の3件である。
いずれも全員賛成で採択し、
内閣総理大臣、関係大臣および愛知県知事に提出した。

討 論討 論
一般会計
決算

討 論討 論
一般会計
決算

野﨑 隆子 議員
反　対

先が見えない、
福祉を追いつめる町政
　平成２２年度の１年は、財政計画や実施
計画を示さないで、経費削減の矛先を住
民サービスの削減や縮小の方向に強調し
てきたことをとても実感する。
　保育園運営では、半数以上が臨時職員
で構成され、職員、住民サービスの経費削
減に血眼になっている。職員と住民の暮ら
し、福祉を追いつめる町政を進めて一体
どんな町にするというのか。これでは先が
見えない。

水野 晃 議員

財政運営の
健全性を評価
　平成２２年度は厳しい財政状況の１年で
あった。限られた予算で、多くの施策が実
施された。下水道事業の青山地区の一部
拡大、タウンバス事業では「地域公共交通
連携計画」を策定、より一層の利用促進に
努めている。
　その他にも、学校施設整備事業、志水
なかよし会施設整備事業などがある。ま
た、監査意見書でも「本町の財政運営の
健全性が確保されていることは評価でき
る」とある。

賛　成

とよやま議会だよりNO.118　平成23年11月1日
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QQ＆AA
一般質問

安藤 春一 議員

Q.
耐
震
工
事
に
町
の
助
成
を

A.
現
行
制
度
を
継
続
す
る

Q.神明公園内外の環境対策を
A.公園に愛着を持ってもらえるよう
適切に管理する

　
平
成
15
年
以
降
、

耐
震
診
断
の
受
診
件

数
は
。
国
の
緊
急
支
援
事
業

補
助
は
継
続
さ
れ
る
か
。
国

が
ダ
メ
な
ら
、
町
独
自
の
助

成
を
切
望
す
る
。

　
無
料
耐
震
診
断
の

実
績
は
、
８
年
間
で

２
０
５
棟
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
く
の
人
が
楽
し

く
利
用
し
て
い
る
神

明
公
園
。
大
山
川
歩
道
事
業

も
絡
め
て
期
待
で
き
る
。
反

面
、
町
や
周
辺
住
民
を
悩
ま

す
問
題
も
発
生
。

　「
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
奥
様
肥
え

て
犬
が
や
せ
」
人
気
タ
レ
ン

ト
の
痛
烈
な
世
相
風
刺
だ
。

公
園
内
外
で
の
犬
の
フ
ン
公

害
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
。
公

園
施
設
の
破
壊
行
為
、
さ
ら

に「
犬
も
ビ
ッ
ク
リ
、立
小
便
」

も
見
る
と
か
。
モ
ラ
ル
の
限

界
を
超
え
た
迷
惑
事
例
は
，

公
園
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
増

設
し
て
、
け
ん
制
を
試
み
る

と
い
う
手
も
あ
る
が
。
ゴ
ミ

の
投
棄
は
町
の
対
応
も
速

く
、
住
民
も
感
謝
し

て
い
る
。
こ
の
問
題

で
、
随
時
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
ま
た

処
理
簿
を
備
え
て
検

証
し
て
い
る
か
。

　

　
神
明
公
園

の
周
辺
で
は
、

飼
い
犬
の
フ
ン
の
放

置
、
ご
み
の
不
法
投

棄
、
公
園
施
設
へ
の
悪
戯
・

損
壊
行
為
な
ど
、
目
を
覆
い

た
く
な
る
よ
う
な
状
況
が

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

　
公
園
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
今
後
も
継
続
し

て
適
切
に
管
理
を
行
う
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
４
台
設
置

し
て
あ
る
。
こ
れ
以
上
増
設

す
る
考
え
は
無
い
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
と

し
て
、
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
を

継
続
す
る
。

　
不
法
投
棄
処
理
簿
は
、
住

民
の
通
報
か
ら
処
理
終
了
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
「
住
民
の

声
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

QQ

QQAA

少なくなった不法投棄

AA

国
は
平
成
22
年
度
限
定
の
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
を
設
け

住
宅
の
耐
震
化
を
目
指
し
た

が
、
あ
く
ま
で
も
限
定
的
な

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

住
宅
の
耐
震
化
は
長
期
に
わ

た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
県
補
助
金
を
活
用
し

た
現
行
町
補
助
金
に
よ
り
今

後
も
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

　愛知県では平成11年度に私立学校経常費助成が総額15%カットされ、授業料助成も対象家庭が縮小された。県の私学関係予
算は、この3年間は国からの財源措置を下回る状態が続いている。また、私学の父母負担を見ても、過重な学費負担のため公私格
差が学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を著しく損なっている。私学も、公教育を担う教育機関であり、独自の伝統、教育
システムに基づく教育を提供し、「公私両輪体制」で県下の「公教育」を支えてきた。
　よって、県は国からの支援金を加算し、父母負担軽減に大きな役割を果たしている授業料助成を拡充するとともに、経常費助成
についても国から財源措置のある「国基準単価」を土台に、学費と教育条件の「公私格差」を着実に是正できる施策を実施するこ
とを要望する。

◆愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）

　愛知県では、「財政危機」を理由に、平成11年度に総額15%の私立学校経常費助成を削減した。私学の父母負担は、初年度納
付金で64万円をこえ、授業料助成と入学金補助を差し引いても、学納金は平均40万円にものぼっている。そのために、「経済的理
由」での退学や、授業料を滞納する生徒が急増し、学費の公私格差が、学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を著しく損なっ
ている。昨年度から、国公立高校のみの授業料が無償化されている。私学へも一定の就学支援金が支給されたものの、今なお私
学の生徒と保護者は高い学費、公私間格差を強いられている。
　よって、父母負担の公私格差を是正するための就学支援金を一層拡充するとともに私立学校振興助成法に基づく国庫補助制
度を堅持し、私立高校以下の国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、私立高校以下の経常費補助の一層の拡充を
図られるよう強く要望する。

◆国の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）

　本年度より小学校第1学年の35人以下学級編成が法制度化された。一層のきめ細かな対応をするために、小学校第2学年以上
でも定数改善計画の早期実施が不可欠である。また、三位一体改革により、義務教育費の国庫負担率は、2分の1から3分の1に引
き下げられ、自治体財政を圧迫している。
　よって、定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率2分の1への復元に向けて、十分な教
育予算を確保されるよう強く要望する。

◆定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書（要旨）

9月議会に提出された意見書は次の3件である。
いずれも全員賛成で採択し、
内閣総理大臣、関係大臣および愛知県知事に提出した。

討 論討 論
一般会計
決算

討 論討 論
一般会計
決算

野﨑 隆子 議員
反　対

先が見えない、
福祉を追いつめる町政
　平成２２年度の１年は、財政計画や実施
計画を示さないで、経費削減の矛先を住
民サービスの削減や縮小の方向に強調し
てきたことをとても実感する。
　保育園運営では、半数以上が臨時職員
で構成され、職員、住民サービスの経費削
減に血眼になっている。職員と住民の暮ら
し、福祉を追いつめる町政を進めて一体
どんな町にするというのか。これでは先が
見えない。

水野 晃 議員

財政運営の
健全性を評価
　平成２２年度は厳しい財政状況の１年で
あった。限られた予算で、多くの施策が実
施された。下水道事業の青山地区の一部
拡大、タウンバス事業では「地域公共交通
連携計画」を策定、より一層の利用促進に
努めている。
　その他にも、学校施設整備事業、志水
なかよし会施設整備事業などがある。ま
た、監査意見書でも「本町の財政運営の
健全性が確保されていることは評価でき
る」とある。

賛　成
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今
村 

一
正 

議
員

Q.
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入
検
討
を

A.
介
護
予
防
事
業
を
通
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成・活
動
支
援
に
努
め
る

①
65
歳
以
上
の
大
幅

な
増
加
に
対
し
て
、

要
支
援
・
要
介
護
者
平
均
出

現
率
が
国
・
県
水
準
以
下
に

抑
制
で
き
た
こ
と
、
毎
年
の

新
規
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
数
の
大
幅
な
増
加
を
抑
制

で
き
た
こ
と
が
成
果
と
考
え

て
い
る
。

②
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
で
は
、
地
域

貢
献
を
行
い
な
が
ら
、
自
ら

の
健
康
増
進
と
介
護
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
増
加
の
抑
制
効
果

も
期
待
す
る
事
業
と
認
識
し

て
い
る
。
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
の
意
向
調
査
の

結
果
か
ら
す
る
と
、
町
で
は

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
手
の
側
の
下
地
が
ま
だ

未
成
熟
な
状
況
が
見
ら
れ

る
。
当
面
は
、
自
身
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
「
受
け
手
と
担

い
手
」
の
立
場
で
、
地
域
の

支
え
合
い
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
す
よ
う
介
護
予

防
事
業
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援

に
努
め
る
。

③
新
た
に
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
と
し
て

こ
の
制
度
導
入
の
受
け
皿
が

で
き
た
が
、
現
段
階
で
は
継

続
的
に
提
供
で
き
る
社
会
参

加
機
会
や
活
動
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

AA

　
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
て
５
年
が
経

過
し
た
。
来
年
度
か
ら
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
始
ま

る
。
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に

よ
り
介
護
保
険
会
計
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
介

護
予
防
に
つ
な
げ
、
保
険
料
・

給
付
費
の
抑
制
に
効
果
が
あ

る
と
国
も
認
め
た
制
度
で
あ

る
。
今
こ
そ
、
こ
の
制
度
の
導

入
に
む
け
て
検
討
を
開
始
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

そ
こ
で
以
下
の
点
を
聞
く
。

①
過
去
５
年
間
に
実
施
し
た

介
護
予
防
事
業
の
検
証
結
果

と
、
今
後
の
取
組
を
聞
く
。

②
こ
の
制
度
の
目
的
を
認
識

し
て
、
導
入
に
向
け
て
ま
ず

検
討
開
始
を
と
の
提
案
に
つ

い
て
見
解
を
聞
く
。

③
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
進
み
具
合
と
、
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

QQ

ボランティアで介護支援

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
発
想
の
転
換
を

A.
新
た
な
財
源
確
保
は
重
要

　
将
来
に
わ
た
り
、

健
全
で
自
立
的
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

歳
出
削
減
だ
け
で
な
く
、
安

定
的
な
財
源
の
確
保
や
財
産

の
有
効
活
用
な
ど
、
歳
入
歳

出
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
る
。

①
収
入
増
に
つ
い
て
は
、
税

収
等
の
自
然
増
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
積
極
的
に
新
た
な

財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
。
町
の
封
筒

へ
の
広
告
掲
載
や
、
来
年
度

に
予
定
し
て
い
る
公
共
用
施

設
へ
の
自
動
販
売
機
設
置
に

係
る
競
争
入
札
の
導
入
は
、

こ
の
考
え
を
具
体
化
す
る
も

の
で
あ
る
。

②
公
の
施
設
は
、
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
た
め
と
い
う

原
則
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

条
例
に
よ
り
設
置
目
的
を
定

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
目
的
に
合
致
し
な
い
、
商

工
業
者
の
営
利
目
的
で
の
施

設
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

③
今
後
も
、
収
納
率
の
向
上

や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
図

り
な
が
ら
、
新
た
な
財
源
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

AA

　
い
ま
や
為
替
市
場

で
は
、
８
月
下
旬
に

海
外
市
場
で
戦
後
最
高
値
の

歴
史
的
な
超
円
高
と
な
り
、

日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　
我
々
地
方
自
治
体
の
財
政

に
も
影
響
が
出
て
く
る
。
こ

う
し
た
な
か
、
来
年
度
予
算

編
成
の
検
討
が
始
ま
る
。

　
そ
こ
で
財
源
が
無
け
れ
ば

単
に
歳
出
削
減
で
は
な
く
、

財
源
確
保
の
た
め
発
想
の
転

換
を
は
か
り
、
わ
ず
か
な
収

入
で
も
貴
重
な
財
源
と
す
る

た
め
、
法
定
収
入
以
外
の
税

外
収
入
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。
例
え
ば
施
設
を
使
用
す

る
場
合
、現
行
条
例
で
は「
営

利
目
的
の
場
合
は
利
用
を
許

可
し
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

善
良
な
営
業
活
動
で
利
用
さ

れ
、
本
町
の
商
工
業
の
発
展

に
つ
な
が
り
、
ま
た
歳
入
に

結
び
つ
け
ば
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
。

①
税
外
収
入
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
商
工
業
者
の
営
利
目
的
の

利
用
を
。

③
こ
れ
ら
に
つ
い
て
研
究
す

る
考
え
は
。

QQ

空室の有効利用を

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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今
村 

一
正 

議
員

Q.
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入
検
討
を

A.
介
護
予
防
事
業
を
通
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成・活
動
支
援
に
努
め
る

①
65
歳
以
上
の
大
幅

な
増
加
に
対
し
て
、

要
支
援
・
要
介
護
者
平
均
出

現
率
が
国
・
県
水
準
以
下
に

抑
制
で
き
た
こ
と
、
毎
年
の

新
規
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
数
の
大
幅
な
増
加
を
抑
制

で
き
た
こ
と
が
成
果
と
考
え

て
い
る
。

②
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
で
は
、
地
域

貢
献
を
行
い
な
が
ら
、
自
ら

の
健
康
増
進
と
介
護
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
増
加
の
抑
制
効
果

も
期
待
す
る
事
業
と
認
識
し

て
い
る
。
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
の
意
向
調
査
の

結
果
か
ら
す
る
と
、
町
で
は

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
手
の
側
の
下
地
が
ま
だ

未
成
熟
な
状
況
が
見
ら
れ

る
。
当
面
は
、
自
身
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
「
受
け
手
と
担

い
手
」
の
立
場
で
、
地
域
の

支
え
合
い
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
す
よ
う
介
護
予

防
事
業
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援

に
努
め
る
。

③
新
た
に
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
と
し
て

こ
の
制
度
導
入
の
受
け
皿
が

で
き
た
が
、
現
段
階
で
は
継

続
的
に
提
供
で
き
る
社
会
参

加
機
会
や
活
動
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

AA

　
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
て
５
年
が
経

過
し
た
。
来
年
度
か
ら
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
始
ま

る
。
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に

よ
り
介
護
保
険
会
計
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
介

護
予
防
に
つ
な
げ
、
保
険
料
・

給
付
費
の
抑
制
に
効
果
が
あ

る
と
国
も
認
め
た
制
度
で
あ

る
。
今
こ
そ
、
こ
の
制
度
の
導

入
に
む
け
て
検
討
を
開
始
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

そ
こ
で
以
下
の
点
を
聞
く
。

①
過
去
５
年
間
に
実
施
し
た

介
護
予
防
事
業
の
検
証
結
果

と
、
今
後
の
取
組
を
聞
く
。

②
こ
の
制
度
の
目
的
を
認
識

し
て
、
導
入
に
向
け
て
ま
ず

検
討
開
始
を
と
の
提
案
に
つ

い
て
見
解
を
聞
く
。

③
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
進
み
具
合
と
、
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

QQ

ボランティアで介護支援

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
発
想
の
転
換
を

A.
新
た
な
財
源
確
保
は
重
要

　
将
来
に
わ
た
り
、

健
全
で
自
立
的
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

歳
出
削
減
だ
け
で
な
く
、
安

定
的
な
財
源
の
確
保
や
財
産

の
有
効
活
用
な
ど
、
歳
入
歳

出
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
る
。

①
収
入
増
に
つ
い
て
は
、
税

収
等
の
自
然
増
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
積
極
的
に
新
た
な

財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
。
町
の
封
筒

へ
の
広
告
掲
載
や
、
来
年
度

に
予
定
し
て
い
る
公
共
用
施

設
へ
の
自
動
販
売
機
設
置
に

係
る
競
争
入
札
の
導
入
は
、

こ
の
考
え
を
具
体
化
す
る
も

の
で
あ
る
。

②
公
の
施
設
は
、
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
た
め
と
い
う

原
則
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

条
例
に
よ
り
設
置
目
的
を
定

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
目
的
に
合
致
し
な
い
、
商

工
業
者
の
営
利
目
的
で
の
施

設
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

③
今
後
も
、
収
納
率
の
向
上

や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
図

り
な
が
ら
、
新
た
な
財
源
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

AA

　
い
ま
や
為
替
市
場

で
は
、
８
月
下
旬
に

海
外
市
場
で
戦
後
最
高
値
の

歴
史
的
な
超
円
高
と
な
り
、

日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　
我
々
地
方
自
治
体
の
財
政

に
も
影
響
が
出
て
く
る
。
こ

う
し
た
な
か
、
来
年
度
予
算

編
成
の
検
討
が
始
ま
る
。

　
そ
こ
で
財
源
が
無
け
れ
ば

単
に
歳
出
削
減
で
は
な
く
、

財
源
確
保
の
た
め
発
想
の
転

換
を
は
か
り
、
わ
ず
か
な
収

入
で
も
貴
重
な
財
源
と
す
る

た
め
、
法
定
収
入
以
外
の
税

外
収
入
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。
例
え
ば
施
設
を
使
用
す

る
場
合
、現
行
条
例
で
は「
営

利
目
的
の
場
合
は
利
用
を
許

可
し
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

善
良
な
営
業
活
動
で
利
用
さ

れ
、
本
町
の
商
工
業
の
発
展

に
つ
な
が
り
、
ま
た
歳
入
に

結
び
つ
け
ば
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
。

①
税
外
収
入
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
商
工
業
者
の
営
利
目
的
の

利
用
を
。

③
こ
れ
ら
に
つ
い
て
研
究
す

る
考
え
は
。

QQ

空室の有効利用を

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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粟
田 

昌
子 

議
員

Q.
障
害
児
支
援
強
化
の
た
め
、

体
制
の
見
直
し
を

A.
連
携
強
化・支
援
の
充
実
に
努
め
る

①
町
の
発
達
障
害
児

支
援
は
、
乳
幼
児
対

象
の
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ
よ

こ
の
会
」、
未
就
学
児
対
象
の

ひ
ま
わ
り
園
療
育
指
導
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
的
な
支
援
で
は
、
青
い

鳥
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
事

業
委
託
し
、
支
援
体
制
の
確

立
に
努
め
て
い
る
。
現
在
、

尾
張
中
部
福
祉
の
杜
、
ひ
ま

わ
り
園
な
ど
の
担
当
者
で
構

成
す
る
支
援
会
議
を
定
期
開

催
し
、
関
係
機
関
の
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

障
害
児
個
々
の
事
例
検
討
会

で
、
担
任
保
育
士
や
学
校
関

係
者
の
参
加
を
要
請
す
る
。

②
相
談
支
援
と
し
て
は
、
尾

張
中
部
福
祉
の
杜
な
ど
４
相

談
支
援
事
業
所
に
事
業
委
託

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

障
害
の
種
別
に
よ
る
専
門
的

な
相
談
支
援
事
業
所
と
の
連

携
強
化
・
支
援
の
充
実
に
努

め
る
。
現
段
階
で
は
、
専
門

職
員
の
配
置
が
必
須
で
、
か

つ
、
相
談
支
援
事
業
所
で
対

応
で
き
な
い
事
例
や
人
材
育

成
を
事
業
活
動
と
す
る
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
町
に

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

AA

　
豊
山
町
の
障
害
児

支
援
、
特
に
発
達
障

害
で
は
、
幼
児
期
に
お
い
て
は
、

大
変
充
実
し
て
い
る
。
保
健
セ

ン
タ
ー
や
ひ
ま
わ
り
園
（
母
子

通
園
施
設
）
な
ど
、
様
々
な

支
援
、援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
就
学
し
て
か
ら
は
、

そ
の
支
援
は
充
分
で
あ
る
と
は

言
い
難
い
。
部
署
に
よ
っ
て
現

状
把
握
や
支
援
対
策
に
対
す

る
見
解
が
異
な
る
こ
と
も
あ

る
。
支
援
が
、
よ
り
効
果
的

に
子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な

る
よ
う
に
、
体
制
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
次
の

２
点
を
提
案
す
る
。

①
町
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
。

②
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

こ
と
。

　
支
援
会
議
に
は
、
学
校
関

係
者
や
保
育
園
も
参
加
し
て

連
携
を
深
め
る
方
が
よ
い
と
思

う
。
ま
た
、
住
民
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
。

QQ

障害児支援の発信地「ひまわり園」

熊
沢 

直
紀 

議
員

Q.
補
助
金
等
の
見
直
し
は

A.
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
る

　
補
助
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
有
識
者

懇
談
会
に
お
い
て
、
76
事
業

に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
継

続
41
件
、
廃
止
８
件
、
見
直

し
27
件
の
評
価
結
果
を
得
た
。

　
こ
の
評
価
を
踏
ま
え
、
23

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

は
、「
廃
止
」
の
評
価
を
受

け
た
事
業
を
す
べ
て
廃
止
し

た
。
ま
た
、「
見
直
し
」
の

評
価
を
受
け
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
と
の
調
整
を

行
い
１
１
３
０
万
２
千
円
の

削
減
効
果
を
得
た
。

　
23
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
見
直
し
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
と
の
調
整

を
進
め
、
24
年
度
予
算
編
成

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
補
助
金
等
の
見
直
し
は
、

関
係
者
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
粘

り
強
く
説
明
を
続
け
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

の
段
階
で
事
業
費
の
最
終
的

な
削
減
額
を
見
込
む
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

AA

　
平
成
22
年
度
に
、

行
政
運
営
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
が
３
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
補
助
金
の

見
直
し
を
検
討
し
、
事
業
評

価
が
出
さ
れ
た
。

　
事
業
評
価
の
内
容
は
、
補

助
金
対
象
76
項
目
の
う
ち
、

継
続
41
件
、
拡
充
ゼ
ロ
、
廃

止
８
件
、
見
直
し
27
件
で

あ
っ
た
。

　
廃
止
８
件
の
内
容
は
消
防

団
分
団
活
動
交
付
金
、
家
具

転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
費

補
助
金
、
国
保
宿
泊
補
助
金

等
で
あ
る
。

　
ま
た
、
見
直
し
は
27
件
で

あ
る
が
、
平
成
23
年
度
中
に

見
直
し
、
平
成
24
年
度
の
予

算
に
は
、
見
直
し
た
予
算
編

成
を
す
る
と
思
う
が
、
ど
の

様
に
見
直
す
の
か
。
見
直
し

に
「
そ
の
他
」
と
あ
る
が
ど

の
様
な
事
な
の
か
、
見
直
し

た
後
ど
れ
く
ら
い
の
補
助
金

の
削
減
を
想
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

QQ

有識者懇談会からの提言書

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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粟
田 

昌
子 

議
員

Q.
障
害
児
支
援
強
化
の
た
め
、

体
制
の
見
直
し
を

A.
連
携
強
化・支
援
の
充
実
に
努
め
る

①
町
の
発
達
障
害
児

支
援
は
、
乳
幼
児
対

象
の
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ
よ

こ
の
会
」、
未
就
学
児
対
象
の

ひ
ま
わ
り
園
療
育
指
導
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
的
な
支
援
で
は
、
青
い

鳥
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
事

業
委
託
し
、
支
援
体
制
の
確

立
に
努
め
て
い
る
。
現
在
、

尾
張
中
部
福
祉
の
杜
、
ひ
ま

わ
り
園
な
ど
の
担
当
者
で
構

成
す
る
支
援
会
議
を
定
期
開

催
し
、
関
係
機
関
の
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

障
害
児
個
々
の
事
例
検
討
会

で
、
担
任
保
育
士
や
学
校
関

係
者
の
参
加
を
要
請
す
る
。

②
相
談
支
援
と
し
て
は
、
尾

張
中
部
福
祉
の
杜
な
ど
４
相

談
支
援
事
業
所
に
事
業
委
託

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

障
害
の
種
別
に
よ
る
専
門
的

な
相
談
支
援
事
業
所
と
の
連

携
強
化
・
支
援
の
充
実
に
努

め
る
。
現
段
階
で
は
、
専
門

職
員
の
配
置
が
必
須
で
、
か

つ
、
相
談
支
援
事
業
所
で
対

応
で
き
な
い
事
例
や
人
材
育

成
を
事
業
活
動
と
す
る
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
町
に

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

AA

　
豊
山
町
の
障
害
児

支
援
、
特
に
発
達
障

害
で
は
、
幼
児
期
に
お
い
て
は
、

大
変
充
実
し
て
い
る
。
保
健
セ

ン
タ
ー
や
ひ
ま
わ
り
園
（
母
子

通
園
施
設
）
な
ど
、
様
々
な

支
援
、援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
就
学
し
て
か
ら
は
、

そ
の
支
援
は
充
分
で
あ
る
と
は

言
い
難
い
。
部
署
に
よ
っ
て
現

状
把
握
や
支
援
対
策
に
対
す

る
見
解
が
異
な
る
こ
と
も
あ

る
。
支
援
が
、
よ
り
効
果
的

に
子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な

る
よ
う
に
、
体
制
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
次
の

２
点
を
提
案
す
る
。

①
町
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
。

②
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

こ
と
。

　
支
援
会
議
に
は
、
学
校
関

係
者
や
保
育
園
も
参
加
し
て

連
携
を
深
め
る
方
が
よ
い
と
思

う
。
ま
た
、
住
民
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要

で
あ
る
。

QQ

障害児支援の発信地「ひまわり園」

熊
沢 

直
紀 

議
員

Q.
補
助
金
等
の
見
直
し
は

A.
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
る

　
補
助
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
有
識
者

懇
談
会
に
お
い
て
、
76
事
業

に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
継

続
41
件
、
廃
止
８
件
、
見
直

し
27
件
の
評
価
結
果
を
得
た
。

　
こ
の
評
価
を
踏
ま
え
、
23

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

は
、「
廃
止
」
の
評
価
を
受

け
た
事
業
を
す
べ
て
廃
止
し

た
。
ま
た
、「
見
直
し
」
の

評
価
を
受
け
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
と
の
調
整
を

行
い
１
１
３
０
万
２
千
円
の

削
減
効
果
を
得
た
。

　
23
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
見
直
し
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
と
の
調
整

を
進
め
、
24
年
度
予
算
編
成

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
補
助
金
等
の
見
直
し
は
、

関
係
者
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
粘

り
強
く
説
明
を
続
け
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

の
段
階
で
事
業
費
の
最
終
的

な
削
減
額
を
見
込
む
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

AA

　
平
成
22
年
度
に
、

行
政
運
営
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
が
３
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
補
助
金
の

見
直
し
を
検
討
し
、
事
業
評

価
が
出
さ
れ
た
。

　
事
業
評
価
の
内
容
は
、
補

助
金
対
象
76
項
目
の
う
ち
、

継
続
41
件
、
拡
充
ゼ
ロ
、
廃

止
８
件
、
見
直
し
27
件
で

あ
っ
た
。

　
廃
止
８
件
の
内
容
は
消
防

団
分
団
活
動
交
付
金
、
家
具

転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
費

補
助
金
、
国
保
宿
泊
補
助
金

等
で
あ
る
。

　
ま
た
、
見
直
し
は
27
件
で

あ
る
が
、
平
成
23
年
度
中
に

見
直
し
、
平
成
24
年
度
の
予

算
に
は
、
見
直
し
た
予
算
編

成
を
す
る
と
思
う
が
、
ど
の

様
に
見
直
す
の
か
。
見
直
し

に
「
そ
の
他
」
と
あ
る
が
ど

の
様
な
事
な
の
か
、
見
直
し

た
後
ど
れ
く
ら
い
の
補
助
金

の
削
減
を
想
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

QQ

有識者懇談会からの提言書

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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大
口 

司
郎 

議
員

Q.
中
庄
路
川
改
修
お
よ
び

周
辺
農
業
用
水
の
見
直
し
を

A.
木
製
堰
を
ス
テ
ン
レ
ス
製

自
動
転
倒
ゲ
ー
ト
に
改
修
し
た　

県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
は
、
９
月
26

日
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か

ら
山
田
ふ
と
ん
店
の
区
間
が

供
用
開
始
さ
れ
、
現
在
の
県

道
（
商
工
会
西
側
道
路
）
は
、

し
ば
ら
く
の
間
は
県
が
管
理

す
る
が
、
将
来
は
町
に
移
管

さ
れ
る
。

　
こ
の
県
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
中
庄
路
川
の
横
断
暗
渠

を
、
愛
知
県
か
ら
移
管
さ
れ

る
前
に
、
県
に
改
修
す
る
よ

う
要
望
す
る
こ
と
は
、
町
が

管
理
す
る
水
路
の
た
め
、
対

象
外
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
中
庄
路
川
沿
い
の
大
門
、

新
町
、
中
之
町
の
地
域
で
は
、

集
中
豪
雨
の
た
び
に
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
た
が
、
豊

山
保
育
園
の
南
の
木
製
堰
を

昨
年
度
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

自
動
転
倒
ゲ
ー
ト
に
改
修

し
、
豪
雨
時
に
は
ゲ
ー
ト
が

自
動
転
倒
す
る
た
め
、
緊
急

時
の
水
位
上
昇
に
対
応
で
き
、

浸
水
被
害
も
解
消
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

AA

　
県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
、
社
教
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
区
間
が
、
９
月

末
か
ら
通
行
で
き
、
長
期
を

要
し
た
工
事
も
周
辺
住
民
の

多
大
な
協
力
を
も
っ
て
終
結

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
順
次

町
道
変
更
が
行
わ
れ
る
が
、

変
更
ま
で
の
期
間
内
に
県
へ

改
修
す
べ
き
箇
所
を
早
急
に

提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
は
、
商
工
会
周
辺
及
び

新
町
北
地
域
の
排
水
問
題
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
県
道
を
渡

る
暗
渠
を
現
状
よ
り
大
き
く

す
る
事
及
び
中
庄
路
川
流
域

（
大
門
、
中
之
町
、
新
町
）

の
排
水
を
見
直
す
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
。
こ
の
事
業
は
、

長
年
こ
の
地
域
の
懸
案
事
項

で
あ
る
。
提
出
資
料
は
、
そ

の
た
め
に
平
成
12
年
に
私
が

調
査
依
頼
し
た
資
料
で
あ
る
。

QQ

完成した自動転倒ゲート

岩
村 

み
ゆ
き 

議
員

Q.
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成
継
続
と

ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
導
入
を

A.
助
成
の
継
続
は
国
の
動
向
を

見
極
め
て
か
ら

①
平
成
24
年
度
の
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
制
度
の
継
続
は
、

国
で
の
動
向
を
見
極
め
て
か

ら
、
判
断
す
る
。
な
お
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
は
、
９
月
15

日
以
降
、
町
の
接
種
費
助
成

対
象
ワ
ク
チ
ン
と
位
置
付
け
、

現
行
の
接
種
ワ
ク
チ
ン
「
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
」
と
同
様
の
基

準
単
価
で
実
施
す
る
。

②
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
目

標
達
成
の
た
め
の
方
策
と
し

て
は
、
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん

検
診
に
お
け
る
節
目
年
齢
の

方
へ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
制

度
を
活
用
し
て
い
る
。
本
年

度
か
ら
大
腸
が
ん
検
診
に
も

適
用
し
て
、
さ
ら
に
受
診
率

の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
定

期
的
な
が
ん
検
診
受
診
の
意

識
付
け
、
広
報
活
動
や
健
康

教
育
に
よ
る
啓
蒙
に
努
め

る
。
そ
の
ほ
か
、
医
療
機
関

で
の
個
別
検
診
の
実
施
の
検

討
を
続
け
る
。

③
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
な
ど

特
定
の
が
ん
検
診
に
限
定
し

た
「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」
で

の
検
診
料
の
減
額
措
置
は
考

え
て
い
な
い
。

AA

　
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い

る
が
、
が
ん
検
診
受
診
率

は
２
割
程
度
と
欧
米
に
比
べ

極
端
に
低
い
。
豊
山
町
で
は

２
０
１
９
年
ま
で
に
50
％
に

と
の
目
標
設
定
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
命
を
守
る
た
め
、
目

標
達
成
に
全
力
を
あ
げ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
高
額
に
な
る
接

種
費
用
の
助
成
制
度
も
大
変

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以

下
の
こ
と
を
聞
く
。

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
制
度
は
、
来
年
度

も
引
き
続
き
行
う
か
。
ま
た
、

も
う
１
種
類
ワ
ク
チ
ン
が
承

認
さ
れ
た
が
、
助
成
す
る
か
。

②
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
へ

目
標
達
成
の
た
め
の
方
途
。

③
受
診
率
を
あ
げ
る
た
め
に

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
ワ
ン
コ

イ
ン
検
診
を
導
入
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

QQ

女性の皆さん、がん検診を受けましょう

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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大
口 

司
郎 

議
員

Q.
中
庄
路
川
改
修
お
よ
び

周
辺
農
業
用
水
の
見
直
し
を

A.
木
製
堰
を
ス
テ
ン
レ
ス
製

自
動
転
倒
ゲ
ー
ト
に
改
修
し
た　

県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
は
、
９
月
26

日
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か

ら
山
田
ふ
と
ん
店
の
区
間
が

供
用
開
始
さ
れ
、
現
在
の
県

道
（
商
工
会
西
側
道
路
）
は
、

し
ば
ら
く
の
間
は
県
が
管
理

す
る
が
、
将
来
は
町
に
移
管

さ
れ
る
。

　
こ
の
県
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
中
庄
路
川
の
横
断
暗
渠

を
、
愛
知
県
か
ら
移
管
さ
れ

る
前
に
、
県
に
改
修
す
る
よ

う
要
望
す
る
こ
と
は
、
町
が

管
理
す
る
水
路
の
た
め
、
対

象
外
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
中
庄
路
川
沿
い
の
大
門
、

新
町
、
中
之
町
の
地
域
で
は
、

集
中
豪
雨
の
た
び
に
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
た
が
、
豊

山
保
育
園
の
南
の
木
製
堰
を

昨
年
度
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

自
動
転
倒
ゲ
ー
ト
に
改
修

し
、
豪
雨
時
に
は
ゲ
ー
ト
が

自
動
転
倒
す
る
た
め
、
緊
急

時
の
水
位
上
昇
に
対
応
で
き
、

浸
水
被
害
も
解
消
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

AA

　
県
道
名
古
屋
豊
山

稲
沢
線
、
社
教
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
区
間
が
、
９
月

末
か
ら
通
行
で
き
、
長
期
を

要
し
た
工
事
も
周
辺
住
民
の

多
大
な
協
力
を
も
っ
て
終
結

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
順
次

町
道
変
更
が
行
わ
れ
る
が
、

変
更
ま
で
の
期
間
内
に
県
へ

改
修
す
べ
き
箇
所
を
早
急
に

提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
は
、
商
工
会
周
辺
及
び

新
町
北
地
域
の
排
水
問
題
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
県
道
を
渡

る
暗
渠
を
現
状
よ
り
大
き
く

す
る
事
及
び
中
庄
路
川
流
域

（
大
門
、
中
之
町
、
新
町
）

の
排
水
を
見
直
す
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
。
こ
の
事
業
は
、

長
年
こ
の
地
域
の
懸
案
事
項

で
あ
る
。
提
出
資
料
は
、
そ

の
た
め
に
平
成
12
年
に
私
が

調
査
依
頼
し
た
資
料
で
あ
る
。

QQ

完成した自動転倒ゲート

岩
村 

み
ゆ
き 

議
員

Q.
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成
継
続
と

ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
導
入
を

A.
助
成
の
継
続
は
国
の
動
向
を

見
極
め
て
か
ら

①
平
成
24
年
度
の
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
制
度
の
継
続
は
、

国
で
の
動
向
を
見
極
め
て
か

ら
、
判
断
す
る
。
な
お
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
は
、
９
月
15

日
以
降
、
町
の
接
種
費
助
成

対
象
ワ
ク
チ
ン
と
位
置
付
け
、

現
行
の
接
種
ワ
ク
チ
ン
「
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
」
と
同
様
の
基

準
単
価
で
実
施
す
る
。

②
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
目

標
達
成
の
た
め
の
方
策
と
し

て
は
、
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん

検
診
に
お
け
る
節
目
年
齢
の

方
へ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
制

度
を
活
用
し
て
い
る
。
本
年

度
か
ら
大
腸
が
ん
検
診
に
も

適
用
し
て
、
さ
ら
に
受
診
率

の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
定

期
的
な
が
ん
検
診
受
診
の
意

識
付
け
、
広
報
活
動
や
健
康

教
育
に
よ
る
啓
蒙
に
努
め

る
。
そ
の
ほ
か
、
医
療
機
関

で
の
個
別
検
診
の
実
施
の
検

討
を
続
け
る
。

③
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
な
ど

特
定
の
が
ん
検
診
に
限
定
し

た
「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」
で

の
検
診
料
の
減
額
措
置
は
考

え
て
い
な
い
。

AA

　
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い

る
が
、
が
ん
検
診
受
診
率

は
２
割
程
度
と
欧
米
に
比
べ

極
端
に
低
い
。
豊
山
町
で
は

２
０
１
９
年
ま
で
に
50
％
に

と
の
目
標
設
定
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
命
を
守
る
た
め
、
目

標
達
成
に
全
力
を
あ
げ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
高
額
に
な
る
接

種
費
用
の
助
成
制
度
も
大
変

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以

下
の
こ
と
を
聞
く
。

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
制
度
は
、
来
年
度

も
引
き
続
き
行
う
か
。
ま
た
、

も
う
１
種
類
ワ
ク
チ
ン
が
承

認
さ
れ
た
が
、
助
成
す
る
か
。

②
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
へ

目
標
達
成
の
た
め
の
方
途
。

③
受
診
率
を
あ
げ
る
た
め
に

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
ワ
ン
コ

イ
ン
検
診
を
導
入
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

QQ

女性の皆さん、がん検診を受けましょう

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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Q.
町
制
40
周
年
事
業
は

A.
新
た
な
交
流
は
行
わ
ず
、

阿
智
村
と
の
交
流
を

深
め
て
い
く

Q.大規模災害時の応急救護所を
A.2市1町の関係者で検討をし、
今年度中に結論を出すA.保険料を含め事業計画の策定段階である

野﨑 隆子 議員

　
来
年
、
町
制
40
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
海
外
先
進
地
交
流
基
礎

調
査
事
業
を
活
用
し
た
国
際

交
流
、
県
外
市
町
と
の
交
流

事
業
を
提
案
し
、　
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
、
町
民
誰
も
が
対

象
と
な
る
交
流
事
業
の
復
活

を
希
望
す
る
。
ま
た
、
北
海

道
「
せ
た
な
町
」
を
交
流
地

区
と
す
る
案
を
提
案
す
る
。

　
最
近
で
は
、
暮
ら

し
の
中
で
、
国
際
文

化
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
て

き
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か

ら
、
本
町
で
も
、
中
学
生
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
事
業

を
廃
止
し
、
校
外
体
験
学
習

事
業
へ
と
変
更
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
治
体

が
主
導
し
、
海
外
交
流
を
行

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
国
内
に
つ
い
て
も
、
新
た

な
交
流
先
を
模
索
す
る
の
で

は
な
く
、
20
年
以
上
交
流
が

続
く
、
阿
智
村
と
の
交
流
を

よ
り一
層
深
め
て
い
く
。

AA

　
東
海
地
震
・
東
南

海
地
震
、
南
海
地
震

の
同
時
発
生
の
確
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
負
傷
者
の
治
療
や
、

ど
の
負
傷
者
か
ら
治
療
す
る

か
、
ど
の
患
者
を
救
急
搬
送

す
る
か
と
い
っ
た
ト
リ
ア
ー
ジ

を
す
る
応
急
救
護
所
を
定
め

る
考
え
は
あ
る
か
。
設
置
す

る
場
合
は
、
応
急
救
護
所
に

非
常
用
電
気
や
医
薬
品
の
確

保
な
ど
が
必
要
で
あ
る
が
、

応
急
救
護
所
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

　
東
海
地
震
・
東
南

海
地
震
・
南
海
地
震

の
３
地
震
連
動
の
可
能
性
も

あ
り
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
多
く
の
負
傷
者

が
出
て
、
医
療
機
関
も
機
能

し
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、

応
急
救
護
所
の
開
設
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
医
師
会

や
消
防
署
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
り
、
北
名
古
屋
市
や
清

須
市
と
担
当
課
長
レ
ベ
ル
で

検
討
を
し
、
今
年
度
中
に
結

論
を
出
す
。

QQ

QQ

災害には欠かせない救急隊

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

Q.
優
れ
た
福
祉
、今
な
ぜ

扶
助
費
の
廃
止
・
見
直
し
か

A.
有
識
者
懇
談
会
の

提
言
を
受
け
検
討
す
る

　
国
や
県
の
不
十
分

な
福
祉
施
策
を
補
う

た
め
に
、
先
人
達
が
育
ん
で

き
た
独
自
の
優
れ
た
施
策
が

あ
る
。
く
ら
し
が
厳
し
い
こ

の
時
期
の
廃
止
・
見
直
し
は

行
政
が
追
打
ち
を
掛
け
る
こ

と
に
な
る
。
見
直
し
が
必
要

な
の
は
町
長
の
給
料
や
期
末

手
当
等
で
は
。

　
今
年
度
、「
豊
山
町

行
財
政
運
営
に
関
す

る
有
識
者
懇
談
会
」
で
扶
助

費
の
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
を

お
願
い
し
て
い
る
。

現
在
、
懇
談
会
で
は
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

ま
だ
明
確
な
方
向
が
出
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　
町
と
し
て
は
、
11
月
下
旬

に
提
出
さ
れ
る
予
定
の
提
言

書
の
内
容
を
十
分
検
討
し
た

上
で
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

AA

　
政
府
は
、
介
護
保

険
に
か
か
る
費
用
を

抑
制
す
る
た
め
、
軽
度
者
の

介
護
を
段
階
的
に
取
り
上
げ

て
き
た
。

①
町
は
平
成
21
年
度
か
ら
２

年
で
積
立
基
金
を
３
３
３
０

万
円
ま
で
貯
め
て
い
る
。
国

の
指
導
通
り
基
金
の
全
額
取

り
崩
し
や
保
険
料
の
所
得
段

階
拡
大
の
見
直
し
等
で
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
に
な
ら
な

い
検
討
と
努
力
を
求
め
る
。

②
こ
こ
に
き
て
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
等

の
新
た
な
制
度

創
設
は
、
更
に

介
護
取
り
上
げ

と
市
町
村
格
差

を
生
む
。
町
の

方
針
は
。①

第
５

期
介
護

保
険
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
料
の

基
準
額
算
定
を

含
め
、
事
業
計

画
全
体
の
策
定

段
階
で
あ
る
。
今
後
、
町
の

高
齢
者
保
健
福
祉
審
議
会
で

の
諮
問
・
答
申
を
経
な
が
ら
、

介
護
保
険
料
の
改
定
を
始
め

全
体
事
業
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。

②
国
が
示
す
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の

取
組
は
、
対
象
と
な
る
利
用

者
が
少
な
く
、
利
用
者
の
状

態
や
意
向
に
応
じ
た
現
行
の

介
護
予
防
事
業
で
対
応
す
る
。

QQ

QQ

実施中の第4次介護保険事業計画

AA

Q.第５期介護保険改定
豊山町の検討状況を問う

尾野 康雄 議員
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どうなったあの答弁

定例会での一般質問、１年後どのように反映されたか追跡してみた。
今回は、昨年９月定例会の中から選んでみた。

あ
の

補助金交付団体の運営は

補助金交付団体の運営や事
務等を職員が行っているのは
問題である。該当する団体数
と今後の対応は。

答　弁

指導・助言していく

該当団体数は３０団体。人材・
財政面が弱く自立が困難に
なっている。今後はあるべき
姿を指導・助言。

どうなった

補助金見直しは実施中
団体への指導・助言は
まだ実施していない
有識者懇談会からも指摘を
受けているが、まだ実施して
いない。

ジェイエアー撤退後の
名古屋空港はどうなるか
ジェイエアーは来年３月末で
の完全撤退が決定。町や関係
者は一体で取り組んできた。
名古屋空港のこれからは、ど
のようになっていくのか。

答　弁

利用促進と更なる
路線拡大に努める

ジェイエアーに代わって１０月
よりＦＤＡが運行引継ぎ。福岡
線の利用促進を計り、更なる
路線拡大に努める。

どうなった

現在、４路線が運行中
ＦＤＡが１０月の福岡に続き３
月から熊本を運行。８月から、
いわて花巻線、青森線を本格
運行。町も助成金を出し利用
促進に努めている。

「オオキンケイギク」の
駆除と住民への周知は
大山川堤防に繁茂している
「オオキンケイギク」は特定外
来植物である。この駆除と住
民への周知をどうするか。

答　弁

駆除は県と協議して対応

安易な方法の駆除は困難許可
なく運搬・処分はできない。県
と協議して対応。住民へは周
知する。

どうなった

町ホームページで周知

種子が付く前に、県と町で除
草する。住民へはホームペー
ジで周知した。

1年前の 質問

５日（月）

１３日（火）

２０日（火）

本会議（議案上程、説明）

本会議（議案質疑）

総務文教委員会

１２日（月）

１５日（木）

２６日（月）

一般質問

福祉建設委員会

本会議
（委員会審査報告、討論、採決）

定例会あらまし 会期：９月５日（月）～２６日（月）

◎飛行機に乗って、名古屋空港を活性化しよう！
名古屋空港利用促進助成金、好評につき続行（240万円）

　240万円の当初予算は、全て支出し、9月議会でさらに240万円を予算計上した。400人分である。
片道3,000円、往復6,000円の助成。1人で何回でも利用できる。
名古屋空港からの就航路線は福岡、熊本、青森、いわて花巻を結ぶ4路線である。さらなる発展を願う。

◎来年は町制施行40周年
平成24年は町制施行40周年記念の年（515万円）

　来年4月から、町制施行40周年記念行事が開催される。1年間は記念行事等、祝賀のイベントが繰り広げ
られる。補正予算では、4月開催の記念式典のために債務負担行為として、限度額515万円を承認した。

◎宝くじが地域のために
宝くじで公民館の備品を整備（440万円）

　財団法人自治総合センターから宝くじの収益金が自治体に配分された。本町では、公民館利用推進の助
成金として、伊勢山公民館と上東公民館の備品等の整備に役立てられる。

広報研修会報告第２５回愛知県町村議会

　年１回開催される広報研修会に広報委員が出席し、「議会だより」のますますの向上のため
勉強した。下記に研修内容を報告する。
　なお、今年度６月議会より、広報委員も新メンバーとなり、議会だよりも刷新している。議会
だよりの新旧の違いを一度見比べてください。

平成２３年８月２日（火）１０：３０ＡＭ～３:３０ＰＭ
アイリス愛知
深沢 徹先生（広報コンサルタント）
「議会広報クリニック」
愛知県５市町の議会広報を資料にして、批評とアドバイスを受けた。
（長久手町、大口町、武豊町、幸田町、豊川市）
批評の評価基準は次の３つである。
　１．ありのままの「議事公開」、住民とともに歩む広報づくり、政策提案があるか。
　２．分かりやすい記事と見出しになっているか。
　３．紙面づくりの技術があるか。
記事の選択は適切に。住民参加の企画。政策提案につながる記事。
効果的な見出しに。読みやすい文字組み、レイアウト。

研 修 日 時
研 修 場 所
講 師
テ ー マ
研 修 内 容

今後の課題

オオキンケイギク
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町議会　をクリック　　町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください
次回の定例会は、12月5日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問　１２月１２日（月）午前９時３０分予定）

TOYOYAMA GIKAI DAYORI

題字は石黒暁雪さんの作品です

議会だより

発行：愛知県豊山町議会

気合いを入れて「さあいくぞ！」　（新栄小学校）

平成23年11月1日

9月定例会
NO.118

平成２２年度決算を認定
２２年度の主な実施事業
9人が一般質問
追跡！1年前のあの質問
新コーナー　友　遊　悠
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委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　今村 一正  　

委　　員　水野 晃／坪井 武成

　　　　　安藤 春一

編集委員
広報

陶　芸 ～土に触れる楽しさ～

～心の通い合いと笑顔～

チュックボールは、毎月第３土曜日に練習しています。あいさつか
ら始まり、ランニング、準備体操、キャッチボール、一列になり正面か
らのシュート練習、二組に分かれ両サイドからのシュート練習、低学
年、高学年に分かれて試合をします。
月に一度しか子どもたちと会えないけれど、

これからもチュックボールを通じ、心の通い合い と
笑顔を共にできる瞬間を大切にしていきたいと 思
います。

　今年４月より、ふれあい広場「陶芸」に娘が参加しており、かねて
から陶芸クラブでお世話になっている私も微力ながら、お手伝いを
させていただいております。
　コーヒーカップ＆ソーサー等の決められたテーマでの作品や自
由に作陶するなど、土に触れる楽しさを味わうことができます。子ど
もたちの発想は非常に豊かなもので、自分自身の作品にもつなが
るアイディアが多く見られます。また、作陶しているときの集中力は
驚くほどで、みんな黙々と作業に打ち込んでいます。

遊
ゆう

悠
ゆう

友
ゆう

　最近では、「今度は何を作ろう。」と言って、次に作る作品のスケッチを描
いている姿も見られます。
　一つの作品が出来上がるには、乾燥、素焼き、釉薬をつけ（これも各自
好みの釉薬を選び）、本焼きという工程が必要です。このような本格的な
陶芸ができる環境が身近にあり、気軽に参加できること、それをご指導い
ただける先生や先輩方がいることを心から感謝します。
　まだまだ勉強不足なので、今後も子どもたちと一緒に楽しみながら
学んでいけたらいいなと思っています。

チュックボール
窪田  幸康

石黒  かおり

◎飛行機に乗って、名古屋空港を活性化しよう！
◎来年は町制施行40周年
◎宝くじが地域のために
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